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経産省によるDXの取組み
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段階的なデジタル変革期間
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デジタル変革前 デジタル変革中 デジタル変革後

～２０２０ ２０２１～２０２４ ２０２５～

準備期間 移行期間 運用期間

・世界人口の約10倍の750億のデバイスが接続
・グローバル経済の１／３がエコシステムに
・豪州 VISION 2025 [Digital Transformation Agency]

・中国製造2025– 中国版 Industry4.0
・大阪万博

 ２１年以上稼働する老朽システムが6割以上
 老朽システム起因のトラブルリスクが3倍（12兆円）

老朽システムによる経済
損失は年4兆円(2018)

2025年の崖

4
経済産業省, DXレポート～ITシステム「2025年の崖」の克服とDXの本格的な展開, 2018.9.7

国民の1/3が65歳以上, 1/5が75歳以上
日本企業の1/3(127万社)が廃業危機
昭和100年を昭和0年に誤認識の可能性



老朽システムの状況

19.2 25.5 40.9 13.5

ほとんどが老朽システム 半分が老朽システム

一部が老朽システム 老朽システムはない

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2021

17.2 50 30 19.2

強く感じる ある程度感じる あまり感じない 全く感じない

■ ８割以上の企業が老朽システムを抱えている

■約７割の企業が老朽システムがDXの足かせだと感じている

5
参考）経済産業省, DXレポート～ITシステム「2025年の崖」の克服とDXの本格的な展開, 2018.9.7



デジタル変革の定義
 デジタルエンタープライズに転身するための根本的な手段
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従来企業 デジタル
エンタープライズデジタル変革

競争上の優位性を確保

・デジタル対応製品・サービス、
ビジネスモデル
・デジタル組織、企業文化・風土、
業務プロセス

参考）経済産業省，DX推進指標，2019.7
山本修一郎, ArchiMateによるDXの可視化手法, 情報処理学会, 第204回, ソフトウェア工学研究会, 2020.3.3

DX経営

6

活用

デジタル技術

・アナログ製品やサービス、
ビジネスモデル
・組織、企業文化・風土、
業務プロセス

変革なき
デジタル
活用



DXの基礎知識
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 DXを理解するために

 DXレポート

 DX推進指標

 DXの課題

 DXのための知識

 DXの取組事例

 DXとEA

 DXプロセス

デジタルガバナンス

マイクロサービス
近代科学社Digital 2020年10月 出版



イノベーションの波
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時代 名称 主な技術

1960-1985 電算化 メインフレーム. DBMS

1986-1992 ダウンサイジング PC, Windows, EUC, WS, サーバ, C/S, RDB

1993-2005
イントラネット, 
eコマース

インターネット，E-Mail, Web, WebDB連携，ポータル，
Webサービス, ICカード，RFID, 携帯

2006-2016 モバイル, クラウド
モビリティ, クラウド, IaaS, Software as a Service, 
P2P, OSS, SNS, iPhone(07),Android(08)

2017- ポストクラウド

Machine learning, Speech/image processing, AI 
Agents/bots/algorithms, RPA,
IoT, sensors, 3D Printer, server less, Vehicles, 
drones, robots, Smart products/systems,
Wearables/implants, AR/VR, 5G ,
Biometrics/brain interfaces, 
Block chains, digital cash, GPUs, 

山本修一郎, DXの基礎知識、近代科学社デジタル, 2020 



デジタル変革の方向性がわからない
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現行企業 デジタルエンタープライズ

経営
データ・IT軽視

事業
縦割り構造

老朽IT/OTシステム

デジタル経営

デジタルビジネス
エコシステム

適応型システム

経営変革

ビジネス変革

IT/OT変革

・ビジネス環境変化に即応
・顧客や社会のニーズに即応

・ビジネスモデルを変革
・組織、文化・風土を変革

・IT/OTシステム刷新
・データとデジタル技術を活用
・変革即応アーキテクチャ

・業務プロセス変革
・事業能力のデジタル化

・ビジネス環境変化対応が困難
・顧客や社会ニーズ対応が困難

モノリス
アーキテクチャ

マイクロサービス
アーキテクチャ

デジタル変革

参考）経産省、DX推進指標、2019.7

山本修一郎, デジタル変革の基礎知識、近代科学社デジタル, 2020 



やたがらす人材
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IPA, 「DX 先進企業へのヒアリング調査 概要報告書」, https://www.ipa.go.jp/files/000093364.pdf

「経営と事業、技術の3つに精通し、リーダーシップ
を発揮できる『やたがらす人材』がDXプロジェクトを
けん引していた」

(IPA,「DX 先進企業へのヒアリング調査」)

デジタルリーダー ＝ 経営＋事業＋技術

DXの課題

10



DBSC (Digital Balanced Scorecard)
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経営の視点

顧客・社員体験の
視点

デジタル業務プロ
セスの視点

DXの視点

経営CSF

CX/EX-CSF

DBP-CSF

DX-CSF

経営KPI

CX/EX-
KPI

DBP-KPI

DX-KPI

定性指標 定量指標

DX戦略マップ
経営目標
（利益拡大，
経費削減）

顧客価値

社員価値

業務価値

業務
プロセス

DX要求

DBES: Digital Business eco System, CX: Customer eXperience, EX: Employee eXperience DTO: Digital Twin of your Organization

儲かるDX
データ中心DX

価値指向 DX

山本修一郎, デジタル変革の基礎知識、近代科学社デジタル, 2020 

D
T
O



「DXReady」企業を経産省が認定
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https://www.ipa.go.jp/ikc/info/dxcp.html

IPAが「DX認定制度事務局」
DX推進ポータル

「情報処理の促進に関する法律の一部を改正する法律」 (2020.5.15)

IPA 社会基盤センター DX推進部
運営・経営DX推進グループ

2021年12月1日現在 221社

業界内DX競争を加速する同調圧力
12

日本のDX



DXレポート2 要約
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■既存システムがDXの本格推進の障壁
■2025年までにデジタル企業へ変革するDX計画策定

【DXレポート】 2018年 【政策展開】

■ DX推進指標による自己診断の促進，ベンチマーク提示
■デジタルガバナンス・コードやDX 認定、DX銘柄によるス
テークホルダ対話促進、 市場からの評価

【 DX推進の取組状況分析】 2020年10月

■我が国企業のDXへの取組は全く不十分
企業約500社の9割以上が「DX未着手・DX途上」

■DXレポートの誤解
「DX＝レガシーシステム刷新」
「競争優位性があれば，DX推進は不要」

■環境変化への対応
テレワークをはじめとした社内ITインフラや就業

規則を迅速かつ柔軟に変更
■デジタル競争の勝者と敗者
押印、客先常駐、対面販売等の企業文化、商

習慣、決済プロセス等を変革できるかどうかが分
岐点

【DXの本質が鮮明化】
■老朽システム刷新・高度化ではなく、事業環境変
化への迅速な適応能力の獲得
■企業文化（固定観念）を変革すること
■経営トップが自ら変革を主導すること

■事業環境の変化の典型が「コロナ禍」
■「非接触経済の拡大」で，ビジネス価値創出の中心
が急速にデジタル領域に移行

【コロナ禍の影響】

[認識] DX推進の本質は「レガシー企業文化からの脱却」
[DXの加速策]
・企業が取り組むべきアクションの具体的な提示
・企業変革を後押しする政府対応を提示

コロナ禍による急激な環境変化を契機とした「企業経営
改革」の中心としてDX推進を位置づけ，取組を加速

【DXレポート2の目的】

参考）デジタルトランスフォーメーションの加速に向けた研究会, 2020.12.28
13



DX 人材の確保
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DX 人材の確保

ジョブ型雇用の課題

■ DX推進では、構想力を持ち、明確なビジョンを描き、自ら組
織をけん引・実行できる人材が必要
■外部ベンダーではなく，企業自らによるDX推進人材の確保が
必要
■市場に提案する価値をITシステムに落とし込む技術者が重要
■新技術の専門性を評価する仕組みと、継続学習できる[「リカ
レント学習」が必要

■テレワークでは，「個人に割り当てられた仕事の範囲を明確に
線引きしないような働き方」がうまく機能しない
■テレワーク環境で機能するジョブ型雇用への移行が必要
■ DXでは、社外を含めた多様な人材が参画協働するビジネス
環境として，ジョブ型雇用が重要
■ジョブ（仕事の範囲、役割、責任）と成果の評価基準の明確化
が必要

参考）経済産業省, DXレポート2, 2020.12

14



DX人材と従来のＩＴ人材
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DX人材 Digitalization人材 IT人材

知識
顧客価値定義，ビジネスケイパビ
リティ，ビジネスアーキテクチャ
データ分析活用

サービスデザイン，
ビジネスモデル

業務のシステ
ム化

意識

組織横断で業務プロセスのデジ
タル化
デジタルビジネスエコシステムの
構築
競争優位性のあるデジタル企業
の実現
経営での迅速なデータ活用

デジタル技術で
サービス提供，ビ
ジネスモデル変革

個別組織業務
の効率化
物理情報のデ
ジタル化

情熱 能動的 受動的



DX のファーストステップ
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業務環境の
オンライン化

業務のオンライン化のためのITインフラの導入
• テレワークによる執務環境のリモートワーク対応
• オンライン会議によるコミュニケーションのオンライン化

業務プロセスの
デジタル化

個別業務のオンライン実施
• OCR 製品を用いた紙書類の電子化
• クラウドを用いたペーパレス化
• 営業活動のデジタル化
• 各種 SaaS を用いた業務のデジタル化
• RPA を用いた定型業務の自動化

従業員安全・健康
管理デジタル化

• 活動量計等を用いた現場作業員の安全・健康管理
• 人流の可視化による安心・安全かつ効率的な労働環境の整備
• パルス調査ツールを用いた従業員の不調・異常の早期発見

顧客接点の
デジタル化

変革の起点「デジタルの入り口」を提供
• 電子商取引プラットフォームによるEC サイトの開設
• チャットボット等による電話応対業務の自動化・オンライン化

参考)経済産業省,DXレポート2中間とりまとめ,2021.12.28



令和3年版情報通信白書
第2章 コロナ禍で加速するデジタル化
 コロナ禍で加速したデジタル活用

 コロナ禍による社会・経済への影響
 GDPの低下・外出と消費の減少

 消費行動の変化
 オンライン消費の増加：ネットショッピング，電子決済
 オンライン番組配信，オンライン観光
 ネットトラヒックの大幅増（12Tbpsから19Tbpsに約57％増加）

 コロナ禍の公的分野のデジタル活用
 行政サービスの課題

 特別給付金の支給遅れ，HER-SYS誤入力，COCOA不具合
 行政職員のテレワークは6割程度

 オンライン教育の拡大
 遠隔診療の拡大：約700機関，電話診療が主体．オンライン診療は2割程度

 コロナ禍における企業活動の変化
 製造業は回復基調
 非製造業は小売・通信への影響は小，対面業種の落ち込みは大，回復見通しなし

 テレワークが拡大・定着も，業種でばらつき
 情報通信55.7% 金融保険30.2% 医療介護福祉4.3% 宿泊飲食11.1% 運輸11.3%

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2021 17
HER-SYS: 新型コロナウィルス感染者等情報把握・管理システム



DX推進指標
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分類 定性指標 内容

経営の在り方

ビジョン 変化への迅速対応，顧客価値創出，社内共有

トップのコミット 組織整備，予算配分，リーダシップ，明確化，実践

企業文化 失敗の許容，迅速性，体制，KPI評価，意思決定

推進体制 DX組織，経営・事業・IT部門の連係，外部連携

人材育成 事業部門人材，技術人材，人材の融合

事業への展開 戦略ロードマップ，価値連鎖，持続力

システム構築

ビジョン実現 システム刷新の必要性，対策の具体化

IT要素 データ活用，迅速性，全社最適

IT資産評価 全体像の把握，IT資産の分析・評価

IT資産仕分け 廃棄，競争領域特定，標準化，共通化，ロードマップ

ITガバナンス
体制，人材確保，事業部門の責任，データ活用，
ビジネス価値によるIT評価

経済産業省，DX推進指標，2019.7.31



定性指標における成熟度
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レベル 成熟度 状態

5
グローバル市場における
デジタル企業

デジタル企業として、グローバル競争を勝ち抜く
ことができている

4
全社戦略に基づく
持続的実施

定量的な指標などにより持続的にDXを実施して
いる

3
全社戦略に基づく
部門横断的推進

全社戦略に基づき，部門横断的にDXを推進し
ている

2 一部での戦略的実施
全社戦略に基づき，個別部門でDXを推進して
いる

1 一部での散発的実施
全社戦略が明確でない中、部門単位での試行・
実施にとどまっている

0 未着手
経営者は無関心か、関心があっても具体的な取
組に至っていない

経済産業省，DX推進指標，2019.7.31

日本のDX
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DX成熟度指標の現在値の平均分布
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参考) DX推進指標 自己診断結果 分析レポート（2020年版）, https://www.ipa.go.jp/ikc/reports/20210614.html
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68.5％の低成熟度企業を対象とするDXの取組みが必要

日本のDX
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DX意識調査
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参考) DX意識調査結果、1年前と比べ日本企業で変わったこと、変わらなかったこと, 
https://www.sbbit.jp/article/cont1/66537
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85％の積極的でない企業へのDXの取組みが必要



DX推進指標 企業規模別の平均現在値

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

0

0.5

1

1.5

2

2.5
ビジョン共有

推進体制

人材融合

バリューチェインワイドデータ活用

IT資産分析

ITロードマップ

大企業 中企業 小企業
参考）DX推進指標 自己診断結果 分析レポート（2020年版）

日本のDX
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デジタル変革の破壊は，より急速に進む
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デジタル変革で生き残る従来企業の割合は， ８％

参考）Jacques Bughin, Tanguy Catlin, Martin Hirt, and Paul Willmott, Why digital strategies fail, McKinsey Quartery, Jan.2018

従来型ビジネスモデル デジタル・ビジネスモデル

従来型ビジネス
モデルへの脅威
が顕在化

大胆な変革で成長する企業
・迅速に行動する従来企業

局所的変革で生き延びる企業
・限定的変革
・ニッチ市場の発掘

変革の放置で消滅する企業

市場占有率

時間

2025年

23

新規参入企業



デジタル産業と既存産業– DXレポート2.1
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経産省,デジタル産業の創出に向けた研究会の報告書『DXレポート2.1（DXレポート2追補版）』
https://www.meti.go.jp/press/2021/08/20210831005/20210831005.html

大企業

下請企業

産業共通プラットフォーム

サービス提供企業

業界別
プラットフォーム

【既存産業の構造】 【デジタル産業の構造】
DX推進パートナー
DX技術パートナー

非DX企業下請けを使う大企業の生産性・競争力が低下
DXを放置する下請企業が消滅

デジタル産業

24



EVの破壊も，より急速に進む

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2021

2025年のトヨタは，EV市場で10位

参考）Life in the FAST LINE, どうやらボロが出たようだ トヨタこのままEV計画を進めると採算が合わない, .2022.10.25

EV専従ビジネスモデル

従来型ビジネス
モデルへの脅威
が顕在化

大胆な変革で
成長するTesla

局所的変革で生き延びようとするトヨタ
・ガソリン・EV・ハイブリッド・水素

市場占有率

時間

2025年

25

迅速に行動する従来企業
ベンツ・VW・GM・フォード



マルチパワートレイン戦略

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

【マルチパワートレイン戦略】
「2030年までにEV30車種」(2021.11)

e-TNGA 350万台が採算ライン
従来車と同じ生産ラインでEV製造

【前提】
消費者はEVを求めていない
ガソリン車はまだ残る
EVもハイブリッドが主力だ

世界標準とかけ離れている

高コスト
非効率な設計

価格競争力低下
e-TNGA採算ライン未達必至

EVに本腰を入れないと，
トヨタの居場所はなくなる

PF開発2年 車両開発3年

本気のEVに勝てない
半端な計画では生き残れない

サプライヤ企業を守る

このままでは，より多くの人が失職

何をするかで誇りが問われ，
何を守るかで愛情が問われる

（ステーブ・ジョブズ）

参考）Life in the FAST LINE, どうやらボロが出たようだ トヨタこのままEV計画を進めると採算が合わない, .2022.10.25



EV変革

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

ガソリン車工場
EV車専用工場
ギガプレス

EV化

従来車製造企業 EV製造企業

望まない社員

ガソリン車開発・製造部門 EV車開発・製造部門

配置転換

参考）Life in the FAST LINE, どうやらボロが出たようだ トヨタこのままEV計画を進めると採算が合わない, .2022.10.25

ランボルギーニ
フェラーリ
ガソリン車の功績者を・・・



デジタル市場の拡大に伴い，電話・FAXに依存
する従来型企業は，加速度的に消滅していく

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2021 28

【事実】
１．世界はデジタルサプライチェインに移行
２．日本の中小企業は電話・FAXでの受発注が主流
３．日本の大企業はデジタルサプライチェインに対応してグローバル市場に展開
４．音声認識，文字認識の向上で，電話・FAXのデジタル化が進展

電話・FAXの内容をデジタル化する変換サービス（GW）が実用になれば，従来型の
受発注企業も生き延びる可能性はある．しかし，受発注内容の標準化によるデジタル
サプライチェインへの移行が前提になる．
また，受発注だけのデジタル化では，製造業務のデジタル化ができていないので，

生産性は向上しないから，競争力が低下する．ニッチ市場があればいいが，３D製造
などによる製造の自動化が進むから生き残りは困難である．
さらに，競争力の低下によって従来型企業が減少すれば，GWの提供価値が低下す

るから，GWの存続も困難になる．GWが消滅すれば，従来型企業がデジタル市場に
接続できなくなり，デジタル市場から退場する．



既存産業とデジタル産業

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

参考)経産省,デジタル産業の創出に向けた研究会の報告書『DXレポート2.1（DXレポート2追補版）』
https://www.meti.go.jp/press/2021/08/20210831005/20210831005.html

既存産業 デジタル産業

企業 既存（非DX）企業

・新ビジネス・サービス提供主体
・共通プラットフォーム提供主体
・DX推進パートナー
・DX技術提供パートナー

知識 暗黙知 デジタル知

学習 見て盗め マニュアル

能力 アナログ デジタル

経済 接触 非接触・デジタル

価値創出 企業が価値創出 顧客連携でデジタル価値を創出

デジタル産業

29



デジタルツイン連続体
設備 生産工程 工場 組織 企業 SC 都市

デジタル連続体
～リアル産業とデジタル産業の融合が進む～

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

デジタル産業連続体
バリューチェイン

リアル産業
のデジタル化

デジタル産業
のリアル化

リアル
産業

デジタル
産業

30



既存産業の構造的課題
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産業全体で 変革が必要

ユーザ企業
IT活用目的＝業務効率化

IT経費削減

ベンダ企業
IT価格＝労働量対価
低リスクビジネス享受

・低い利益水準
→多重下請、売上げ総量確保が必要

・労働量が下がるため生産性向上意欲
が働かず、低利益率のため技術開発
投資が困難
・デジタル価値の提案ができない

・ベンダー任せでIT対応能力がない
・ITシステムがブラックボックス化
・ベンダーロックインにより経営の迅速
性が低下
・顧客に迅速な価値提案ができない

デジタル競争
の敗者

DXレポート2.2, https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf



DXレポート2.2 3つのアクション
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省力化・効率化ではなく、収益向上に，デジタルを活用すべきこと

経営者はビジョンや戦略だけではなく、 DX 推進の 「行動指針」を示すこと

個社単独では DX は困難であるため，
経営者自らの「価値観」を外部へ発信し、同じ価値観をもつ同志を集めて、

互いに変革を推進する新たな関係を構築すること

DXレポート2.2, https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf

①個社DXの加速 ②企業同志の相互連携



デジタルで収益向上を達成する

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022 33

方針 効率化企業 収益力向上企業

DXの取り組み 個別部門から順番
全社対象にトップダウンで
一斉に実施

従業員への働きかけ ビジョンや戦略を示す
判断の拠りどころとなる行
動指針を示す

競争優位性の考え 製品・サービス中心
顧客志向であり顧客行動
をデータで可視化

競争優位性の考え
（組織）

個人単位の強み
組織や業務を横断して広
範囲にデータ共有と活用

DXレポート2.2, https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf



デジタル産業宣言
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「行動指針」を産業全体へ広げる「社会運動論的アプローチ」

DXレポート2.2, https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf

ビジョン駆動
過去の成功体験やしがらみを捨て，自らが持つビジョ
ンを目指す

価値重視 コストではなく，創出される価値に目を向ける

オープンマインド
より大きな価値を得るために，自社に閉じず，あらゆ
るプレーヤーとつながる

継続的な挑戦
失敗したらすぐに撤退するのではなく，試行錯誤を繰
り返し，挑戦し続ける

経営者中心
DXは，経営者こそがけん引してはじめて達成しうる理
解のもとに，その実現に向かって（全員で）積極貢献
する



DXを成功させるための方向性

ビジネス 目指すべき方向性 DXの目的

新規
新規デジタルビジネスの創出
（デジタルでしかできないビジネス） 全社的

収益向上

既存

収益に直結する
既存ビジネスの付加価値向上

効率化・省力化を目指した
ITによる既存ビジネスの代替

生産性向上

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022 35

「新規デジタルビジネスの創出」
「デジタル技術による既存ビジネスの付加価値向上（強みの明確化・ 再定義）」

DXレポート2.2, https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/covid-19_dgc/pdf/002_05_00.pdf



新たな中核事業の創出事例

戦略 例 割合

中核事業の次世代版
Digital Bank: シンガポールDBS銀行
Digital Media: Springer
Streaming service: NetFlix

1/3

中核事業の周辺分野
に新技術で進出

工場向けエネルギー管理・予知サービス：
仏 Snider Electronic

1/2

全く新たな事業に進出
他社Capabilityを買収・獲得：
印 合成繊維メーカReliance Industries
印最大の通信サービス会社に成長

1/5

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022 36

ジェームズ・アレン，クリス・ズック 訳倉田幸信，企業の成長を取り戻す第2の中核事業をどうするか，
Diamond Harvard Business Review,2022.8, p98/109



方法 新たな中核事業創出
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大きな市場である
わくわくする未開の地

競争優位の源泉がある

起業家の精神がある
使命感・前線への拘り・当事者意識

規模・資産を活用できる

ジェームズ・アレン，クリス・ズック 訳倉田幸信，企業の成長を取り戻す第2の中核事業をどうするか，
Diamond Harvard Business Review,2022.8, p98/109



DX推進指標自己診断結果分析レポート
486件 （2021年版）2022.8.17 

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

DX推進指標自己診断結果分析レポート 概要版 https://www.ipa.go.jp/files/000100313.pdf

危機感が高まると, DXの重要性や必要性の理解も組織内に浸透

全社最適や廃棄などITシステム指標成熟度の進展が停滞

この1年でDXに向けた取組が加速

DXに向けて，小規模企業が本格的取り組みに着手

先行/非先行企業の危機感の差が縮まり、DX推進の必要性が浸透

人材育成・確保などの指標で進展が停滞

38



先行企業と非先行企業の比較

0

1

2

3

4
ビジョン

経営層の参画

企業文化

推進体制

人材育成

事業整合性

IT構築

IT統制

先行企業 非先行企業

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022 39
DX推進指標自己診断結果分析レポート 概要版 https://www.ipa.go.jp/files/000100313.pdf



デジタルガバナンス・コード2.0

デジタル人材
の育成・確保

DX認定基準に，デジタル人材の育成・確保を追加
経営戦略と人材戦略を連動させたデジタル人材の育
成・確保

SX/GX DXとSX/GXとの関係性を記載

DXレポート2.2
の議論の反映

企業の稼ぐ力を強化するデジタル活用の重要性
経営ビジョン実現に向けたデジタル活用の行動指針
の策定

DX推進ガイド
ラインとの統合

DX推進指標をコードに紐づけ

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022
https://www.meti.go.jp/press/2022/09/20220913002/20220913002.html

DX銘柄の選定材料となるDX調査の調査項目に、今回のコード改訂内容が反映される見込み

DX認定及びDX銘柄基準検討ワーキンググループ

40



デジタルガバナンス・コード

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dgc/dgc.html

経営者に求められる対応

１．ビジョン・ビジネスモデル
２．戦略
２－１ 組織・人材・企業文化
２－２ IT・デジタル技術

３．成果と重要な成果指標
４．ガバナンスシステム

企業のDXに関する自主的取組を促す

考え方

認定基準

方向性

取組例

41
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中小企業におけるDXの状況 (925社)
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内閣府，経済財政白書,令和3年9月24日, https://www5.cao.go.jp/keizai3/whitepaper.html



愛知県企業の取組内容
分類 取組 (%)

d

変革なき
デジタル化

オンライン会議設備導入
ペーパレス化
アナログデータのデジタル化
テレワーク設備導入
キャッシュレス化
社内研修のオンライン化
ネット広告
SNS情報発信
営業活動のデジタル化
電子承認(電子印鑑)
ECサイト開設

55.4
46.9
39.4
37.5
23.9
21.3
20.8
20.6
20.0
15.3
14.8

DX

製品・サービスの高付加価値化
業務プロセス・組織のデジタル対応
新製品・サービスの創出
デジタル人材育成
RPAによる業務の自動化
DX推進予算確保
ビジネスモデル変革
デジタル対応業務の外注化
デジタル人材採用
DX推進組織の設置
AI活用

12.5
12.5
10.9
10.2
7.3
7.3
6.7
4.9
4.7
4.4
2.8
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帝国データバンク，特別企画 ： DX 推進に関する愛知県企業の意識調査 , 2022.2.2

２０３０年



デジタル技術活用の取組状況

0
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30

デジタル技術活用要件

明確化

社員の意識改革

社外研修への派遣

経営層のデジタル技術理

解の促進

デジタル技術活用方針

策定

社内研修の実施

デジタル技術活用部署の

設置

デジタル技術活用企業 デジタル技術未活用企業

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

JILPT, デジタル技術の進展に対応したものづくり人材の確保・育成に関する調査, 2020.5.27

日本のDX



業種別日米DX比較
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0

10

20

30

40

50
製造

流流通・小売

サービス情報通信

金融・保険

日本 米国

IPA, DX白書2021

【全社戦略に基づき，全社的にDXに取組んでいる】

日本のDX



製造業企業のIT投資目的

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

0

20

40
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80
業務効率化・経費削減

既存システム維持管理

ビジネスモデル変革

新製品・サービス提供

顧客行動・市場分析

デジタル人材育成

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「我が国ものづくり産業の課題と対応の方向性に関する調査」, 2019.12

日本のDX



製造分野向けDX推進検討WG

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

www.ipa.go.jp/ikc/reports/mfg-dx.html

https://youtu.be/Ospys7lBnfY

www.ipa.go.jp/files/000087631.pdf

中小製造業DX

48

「製造分野DX度チェック」



製造分野DXとは

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

顧客価値を高めるため、
製造分野で利用されている製造装置や
製造工程の監視・制御などのデジタル化を軸に、
ITとの連携により、
製品やサービス、ビジネスモデルの変革を実現すること

www.ipa.go.jp/ikc/reports/mfg-dx.html

製造分野DX



Copyright Prof. Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

https://www.ipa.go.jp/ikc/reports/mfg-dx.html

中小製造業のDX推進ガイド

50

企業全体の指針
を策定

製造分野のDXを
理解

DX推進指標

製造分野
DX推進ガイド

製造分野DXの理解

製造分野DXのめざす
姿への推進

DX度チェック

DX推進ステップ例

製造分野のDX事例集
DX実践事例

製造分野DX関連情報

マンガでわかるFAQ

用語集
現状を把握

課題を明確化

目指す姿を設定

変革計画を実行 目標価値の達成を確認

製造分野DX

現状からの変革
を計画



中小規模製造業DX推進向け動画

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

https://www.youtube.com/playlist?list=PLi57U_f9scIKNGC2vyqL-ylfdmls3xrCH

「中小規模製造業の製造分野におけるDXのための事例調査報告書」
の解説と「製造分野向けDX推進検討WG」の活動について

IPA社会基盤センター
今崎耕太 氏

製造業におけるDXの展開
製造分野向けDX推進検討
WG主査 山本修一郎

DX推進活動及び事例紹介～制御盤2030 ～ JEMA 松隈隆志 氏

中小製造業における事例「IoTからDXへ」 ITC茨城 大久保賢二 氏

DXを活用した遠隔金型づくり「FuB」の取り組み ウチダ製作所 森光賢 氏

製造分野に於けるデジタルトランスフォーメーション（DX）構築
の事例

碌々産業 海藤満 氏

金型屋が始めたIT/IoTの推進 IBUKI 渡辺芳照

製造分野DX



変革事例マップ

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

分類 課題 対応策

企業文化の変革
心理的障壁
品質重視の生産現場の風土

経営層のコミットメント
従業員の意識改革，採用・育成，動
機付けによる行動変革
危機感・課題・成果の共有

データ活用
データ活用経費の捻出
データ活用人材の不足

制約内でまずやってみる
デジタル人材の育成・採用
外部資源・有識者の活用

製品サービス連携
下請け体制から脱却
他者への現場ノウハウが漏洩

地域を越えた連携
柔軟な供給網の構築
情報漏洩などのセキュリティ対策

製品サービス変革
技術知識が不足
効果が不明
取組方が不明

顧客からの苦情・現場の問題など，
顕在化した課題に取組む
社会課題など新たな課題に挑戦



製造業のスマート化

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

スマートファクトリ スマートサービス スマートプロダクト

目的
製造効率の向上や故障リ
スクの回避により低コスト
と高品質化

製造効率の向上や故障リ
スクの回避により低コスト
と高品質化

スマート化により製品
に対するユーザ体験
の向上、顧客価値の向
上

対象
工場の製造装置や製造プ
ロセス

サービスやそれを利用す
る顧客、環境

製品

データ
製造装置の稼働データや
製造プロセスの運用デー
タ、製造物のデータ

サービスのデータ、顧客
や環境の観察データ

製品のセンシングデー
タや動作データ

技術
装置の遠隔監視や遠隔操
作、故障予知、稼働分析、
製品の良品判断など

サービスの稼働監視、
サービス提供の制御など

製品の動作監視、動作
制御、故障予知、稼働
分析など

IPA 製造分野向けDX推進検討WG



中小製造企業での使える事例

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

人材の調達・育成

業務・技術をよく知る元社員を再雇用して登用
社内の人材を異動させてゼロから育成
大手メーカーの早期退職者キャリア採用
品質の見える化と指示の具体化での作業者の習熟スピード向上

生産活動の見える化 原材料・部品、生産物の状況の把握
製造環境、製造設備の稼働状況の把握
品質の把握

生産活動の改善

各工程の品質状況から不良原因を追跡調査
AIを活用した製品の高品質化
生産設備の故障予知
機器のデジタル制御による品質改善、省力化、技術伝承

社内部門間連携 販売部門との稼働状況のリアルタイムでの共有

社外資源の活用 地域プロジェクトへの参加による課題共有

他製造業者と連携
柔軟なサプライチェーンの構築
製品間・製品－サービス間連携による顧客向けソリューション開発

製品の見える化 環境や製造物の状態を見える化する機能をもつ製品の開発

参考）IPA，製造分野DXブックレット



製造分野DXの取組み手順
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製造分野
DXを理解

する

目指すDX
の姿を描く

現状を
把握する

DX課題を
把握する

DXを計画
実行する

ケイパビリティ・ギャップを分析

デジタル・ケイパビリティを実現

目標価値の達成を確認

製造分野DX
推進ガイド

55



 事例

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022



事例 DX認定企業の取組み

企業 株式会社テルミック「ものづくりのエンターテイナー」 刈谷市

取得経緯

田中社長の掛け声の下でDX挑戦を意思表示(2021年5月)
全社横断的組織体制が発足．2021年12月認定書類をIPA提出
提出から1週間後に，IPAから経営管理指標などの再提示指示
2022年2月に中部地方の中小企業で第1号DX認定

提出書類
認定申請書(HP発表トピックスなど)，チェックシート，補足資料
DX推進指標入力(IPAサイト) 経営管理指標など

DX認定推進者
管理グループマネージャが中心：情報処理安全確保支援士資格，
IPA中小企業セキュリティ支援事業経験．
DX推進指標自己診断フォーマット作成

DX認定取得効果

・具体的な目標の共有により，社員が同じ方向を向くことができる
・自社の過去・現状の取組内容・背景を把握できる
・自社の強みと課題を第三者視点で評価できる
・実務と兼業しながら認定作業を実施できる
・ブランド力向上．中部地方のDX企業のモデルケースとして認知

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

安藤裕, DX認定企業紹介, ITC中部架け橋, vol.39, p1, 2022

tel-mic.co.jp



課題を乗り越えた5つの先行事例
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事例 対象 デジタル技術 活動

プレス加工業
中小

作業記録管理のデ
ジタル化

外部資源活用
MVP（Minimum 
Viable Product)
アジャイル開発

IoT支援事業応募
経営者が主導
リーダ陣に展開
現場負担軽減

板金加工業
中小

溶接訓練システム
の開発

PoC
作業者データ解析
外部専門家の助言

自治体研究事業応募
同業3社IT勉強会
産学官ネットワーク

非鉄金属業大手
リサイクル取引シス
テムの利用拡大

UI/UX
アジャイル開発
社風に適応

経営陣と課題共有
事業側の積極的関与
勉強会で認識統一

サービス業
全社的業務変革
人材育成

デジタルシフト
インテグレーション
ディスラプション

組織再編・コンサル組織
3段階施策
事業適合する人材定義

化学メーカ大手 業務変革
製品付加価値向上
外部DX人材活用

アイデア・事例集
現場発の業務変革

IPA DX実践手引書 ITシステム構築編 第1.0版



MVP Canvas
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ペルソナ[顧客] MVP 成果[ゴール]

機能

ジャーニー[プロセス] 仮説検証基準

経費・計画

MVP: Minimum Viable Product 最小実用製品

Paulo Caroli, Lean Inception– How to Align People and Build the Right Product, Editora Caroli, 2018
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製造業DX



データ駆動工程設計法
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価値を生まないことは
やめる
（TPS）

「ビジネスがどのように機
能するか忘れなさい．ほと
んどが間違っているから」
（BPR, Hammer & Champy, 1993）

・機能しないことはやめる
・デジタル化の前に業務を簡潔化
・全体最適視点で業務を再構成

（鬼頭佑治 協和工業社長）

山本,細見, データ駆動型工程設計法の提案，KBSE研究会信学技報KBSE2022-8, pp.47-52, 7/21, 2022
鬼頭佑治，「ＴＰＳ(カイゼン)と ＩＴ（ユニケージ）」融合実践のＤＸ相乗効果（全体最適－見える化）, 
https://www.esd21.jp/news/3d48b5ada4a6f22e3fd4b42393f79d878fd8fe7b.pdf

自工程完結の
定式化とは？

外部入出力の依存関係
から業務を最適化

(データ駆動工程設計法 2022)

DDPD

データ駆動設計

理論

実践



中小製造企業のデジタル化事例
企業 取組 デジタル化対象 分類

IBUKI 伝電無紙 材料・部品データ 部門間伝票連携

ウチダ IoTセンサ付加工機器 設備稼働データ 故障予知・他社連携

ウチダ製作所 つながる工場 設備稼働データ 他社連携・設備稼働率向上

オプテックス Internet of Sensing センサデータ デジタル製品・部門間連携

久野金属工業 IoT GO クラウド 設備稼働データ 設備稼働率向上

木幡計器製作所 IoT圧力計 計測データ デジタル製品・遠隔監視

高山プレス製作所 加工自動整列システム 品質データ 不良原因追跡

チトセ工業 IoT機器Logbee 設備稼働データ デジタル製品

東和電機製作所 イカ釣り機 漁師体験データ デジタル製品

南部美人 AIによる酒造り 品質データ 酒米浸漬吸水工程の品質向上

日進工業 MCMシステム 設備稼働データ 稼働率向上

富士製作所 成型機状態監視 設備稼働データ 省力化

プリケン 進捗状況閲覧システム 設備稼働データ 顧客価値向上・全体最適

碌々産業 AI MACHINE Dr. 微細加工機データ 実時間遠隔監視・他社連携

Copyright Prof.Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

IPA, 中小規模製造業の製造分野におけるDXのための事例調査報告書, 2020.7.20

日本のDX事例



ウチダ製作所の事例
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項目 説明

問題状況

金型メーカーの減少（全国で35%の金型メーカーが廃業）と，零細化の進展により、地
場の金型メーカーだけでは、需要を賄いきれない状態になった
3次元CAD技術者が不足
地域・業種ごとに縦割りの狭い取引関係にあるため経営環境が不安定で、３次元CAD 
やCAE 等設計者不足を補う最新設備への投資が困難

提供価値

金型共同受注サービス「つながる工場」により，付加価値のある金型の製作や金型製
作を生産性向上
保有設備の稼働状況の提供により、受注機会と売上の増加，地域差による空設備の
有効活用

業務プロセス

1) 定型金型メーカの工作設備にIoTデバイスを設置し，ログデータを取得
2) IoTゲートウェイによりクラウドにログデータを送信
3)クラウド上で工作設備の稼働状況，金型メーカの仕事量を分析・予測
4) 設備能力と仕事量に応じて最適な金型メーカを選択

デジタル技術
IoTデバイス:Logbee
クラウドサービス：AMAZON AWS
機械設備の稼働状況の見える化

留意点
1) ユーザとメーカの視点で、外部企業や支援機関に「つながる工場」の価値を伝達
2) 社長が金型業界の「Connected Industries」の構想を理解
3) 設備の稼働状況を把握するIoTデバイスを低コスト(3万円)で実現

https://www.uchida-mc.co.jp/
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IBUKIの事例
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項目 説明

問題状況
環境変化で社員数が1/10に減少．
製造業コンサル企業O2による買収で経営変革に着手

提供価値
IBUKIの強みである金型製造の優れたノウハウを最大限に活用したデジタ
ル化の仕組みをサービス展開

業務プロセス
就業管理や営業管理などのIT系のデータや工場のOT系のデータなどの蓄
積データを用いて、データの管理を一括して行うサービスを外販

デジタル技術 「伝電無紙（でんでんむし）」で工場内のマシンの稼動データを蓄積

留意点

1) 工場で働く人の様子やその環境を熟知していたため、「変えること」への
抵抗を克服
2) デジタル化の前に，データの5S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）が重要
3) OT系とIT系データの一括運用による効率化が今後の課題

http://ibki-inc.com/
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旭ウエルテックの事例
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項目 説明

問題状況

多様な技術が要求されているが、新入社員の67％が未経験者という実態
であり、職人の早期育成が急務
超多品種少量生産、かつ短納期のため日々の生産量が振れ、工程毎の仕
事量も多様で仕事の割り振りが大変。生産計画や作業の効率化が必要

提供価値 見落としがなく誰でも職人のように作業できる

業務プロセス 職人による加工のコツを示した「虎の巻」を作成し、作業指示を自動表示

デジタル技術

スマートファクトリー事例
現場に大型のタッチパネル端末を置き、現場情報(進捗や作業指示など)を
一元管理
お弁当/５時のおやつの発注システムが社員に好評

留意点

1) 職人のノウハウを見える化するために、ポイントとなる観点を社長自ら

が何度もヒアリングを実施（社長自らが積極的に取組み社員を牽引）

2)現場意見を取り入れて、現場にとっても有用な機能を実現

3)作業者の使い勝手を考慮した仕組みを構築

4)蓄積した人材育成ノウハウを他社に展開する予定

https://asahiweld.com/
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石川県 従業員36名



岐阜多田精機の事例
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項目 説明

問題状況

1) 金型も海外生産(中国や韓国)が進む中、価格競争では不利と考え、品

質で勝負が必要

2) 金型の品質バラつきを無くすことでお客様側の製造検査工程の削減が

でき、生産性向上に繋がる、品質のバラつき原因の追究が必要

提供価値 成型のバラつきを解決

業務プロセス
成形機シリンダー内の樹脂圧力の管理ではなく、より加工点に近い金型内
の射出圧力を計測・管理することで安定した製品成形

デジタル技術

スマート金型システム（スマートサービス）
1) 金型内のセンシングを適正に実施するためのセンサ装着位置検証技術

2)センサからデータ分析による射出成形の汎用良否判断技術

留意点

1)サポイン申請による補助金で研究開発費を確保

2)失敗を生かす成功体験が重要。初めに成果を出すことで次に向かうバイ

タリティが生まれる．「失敗は失敗ではない、分かったことが次に繋がる」

3) 今生き残っていることは何か自社の強みがある証拠だから自信を持つ

4）工法などのノウハウをコンサルティングを予定

http://www.tada.co.jp/
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旭鉄工のDX
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IoTでシステムをブラッシュアップ
情報共有や会社の仕組みを変える
経営者の覚悟

「デジタルで楽をする」ことを考え、
デジタルを活用した生産性向上を図る

生き残りのために自社の過去の枠を越えてDX を実行
スマートサービスを展開

実際の効果を獲得

新たなサービスKaaSを構築 i Smart Technologies 

儲かるIoTデータ収集
iXacs

IoT改善塾
経営ダッシュボード

参考）IPA,製造分野DX推進ステップ例

愛知県 従業員439名



DX SQUARE
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https://dx.ipa.go.jp/



製造ラインモニタリングシステムiXacs
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UI端末

モバイルNW

データ分析

AWSクラウドコンピューティング

NW接続

センサ受信機

iXacs センサ

生産設備 電力設備 ガス設備

設備稼働状況とCO2排出量を見える化

本社89ライン設備，西尾110ライン設備
本社電力設備，西尾電力・ガス設備 96％を把握

参考) https://www.istc.co.jp/

DX事例
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ものづくり基盤技術の振興施策 2020.5.29 

 ものづくり基盤技術振興に向けた政府施策の報告書

 経済産業省、厚生労働省、文部科学省が共同作成

Copyright Prof. Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

製造設備の老朽化

データ活用の遅れ

金属工作機械、第二次金属加工機械、
鋳造装置では 50～80％の設備が導入
後15 年以上経過

設計・生産・販売など、複数部門での
データ収集・活用、製品販売後の動向
や顧客の声の活用が停滞

「2025年の崖」
老朽システムには、データ活用が困難、
技術的負債、維持管理経費の多大な負
担などの課題があり、競争力が低下

参考）経済産業省, 厚生労働省, 文部科学省, 「2020年版 ものづくり白書」 , 2020年5月29日

モノづくりのDX



日本のDXが進まない理由

Copyright Prof. Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

ICT投資の低迷
変革なきICT投資

ICT人材の不足・遍在

デジタルリテラシー
が不十分

現場だけは部分最適
にしかならない

過去の成功体験

デジタル化への
不安感・抵抗感

経営陣が「リスクを伴う抜
本的な企業変革」を躊躇

体系的にDXを学習する
チャネルが乏しい

ベンダーの営業情報に依存

すぐ真似のできるDX
事例」を知りたい

ビジネスリスクが
大きい

ビジネスアイデア
が出ない

他社との協力が難しい

体制や人材を整備できない

AI, IoT，デジタルツイン
などを活用して、何か
することがDXだ

参考) 総務省, 序章我が国におけるデジタル化の歩み, 令和3年版情報通信白書, 2021
参考）藤野直明, 梶野真弘, カイゼンが遅らせたDX：製造業が問われるサービス作り、Wedge July 2020, pp35-36
参考）三島一孝, MONOist, 製造業のデジタル変革は第2幕へ、「モノ+サービス」ビジネスをどう始動させるか, 2019.1. 7
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問題解決の根本が
分かっていない



アイデアの発見
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ア
イ
デ
ア
が

天
か
ら

降
っ
て

こ
な
い
か

な
ぁひ

ら
め

い
た
！

アイデアは自分の頭の中で生まれる「気づき」
潜在意識の中に，すでに，存在している

アイデアは，０から生まれるのではなく，
すでに，あなたの中に，眠っている

秋草孝，見えるアイデア：ヴィジュアル・コミュニケーション・トレーニング塾，毎日新聞社, 2008

DXの課題



DX戦略ロードマップ

現在
2022

変革
2025

未来
2030

経営

事業

データ

プロセス

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

ヒント 現状の問題 問題解決後の姿
73

認知バイアス

今が問題で
先のことまで
考えられない

DXの課題

バックキャスト
できない



石垣型からジョブ型への経営変革が必要

項目 石垣（メンバシップ）型 ブロック（ジョブ）型

方針 人ができる仕事を探す 仕事ができる人を探す

仕事の単位 人間依存 人間独立

仕事の目的・内容 曖昧 明確

仕事の結合 密結合 疎結合

仕事の分解 困難 容易

DXの推進 困難 可能

Copyright Prof. Emeritus Dr. Shuichiro Yamamoto 2022
参考）PHP人材開発｜PHP研究所2014年8月18日 【石垣とブロック】 https://www.facebook.com/HRD.support/posts/810865472287198/

DX
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AI・ロボット＋人人

DXの課題



業務改善とデータ駆動変革
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業務改善 データ駆動

見える化 現状の手順 データ

変換
冗長な手順から

ムダのない手順へ
現在データから
目的データへ

属人性 多い (少)ない

知識 無駄の発見 データ依存関係の発見

規則 QC 7つ道具 統計的手法 依存関係の最小化

留意点 複雑な現状の扱い 内部データの廃棄

DDPD

山本,細見, データ駆動型工程設計法の提案，KBSE研究会信学技報KBSE2022-8, pp.47-52, 7/21, 2022



日本型組織の個人主義と集団主義
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正

集団

正の個人主義
自ら考えて行動

正の集団主義
個人が自主判断
客観的責任分担

負の個人主義
自ら考えず

集団規則に従う

負の集団主義
個人的判断を排除
連帯責任を強要

個人

負

参考)保手濱彰人，「ぺリリュ—」に学ぶ正の個人主義，Wedge, Aug.2021, P55

テレワークでは，正の個人主義と集団主義が求められる
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日本の組織文化 ７つの傾向

１．客観的な評価を避けようとする傾向がある

２．継続的改善に消極的で、できていることにする風潮がある

３．自組織の評価よりも、他組織の評価結果が気になる

４．自ら挑戦する気風がなく、先行事例に追従しようとする

５．問題を直視せず、流行の手段で解ける問題を探そうとする

６．現状を変えるのはリスクが高いから、変革に抵抗する

７．客観的な評価がないから，不可能に挑戦して失敗を繰り返す
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産業界におけるDXの進展状況

Copyright Prof. Dr. Shuichiro Yamamoto 2022

⼤企業では，戦略的DX投資が活発化
企業内デジタルプラットフォーム構築が進展

中小製造業のDXは，導入途上

経産省が，既存産業のデジタル産業化を推進

遅滞企業へのDX推進策が急務
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DXと臨地実務実習
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モノづくり
企業

名古屋
国際工科

専門職大学

■ DX知識
■ AI，IoT, Robot活用
■ XR，ゲーム活用
■ オープンイノベーション

 製品・サービス評価
 人材育成
 PoC
 スマート化
 経験知の見える化

 情報工学科
AI, IoT,Robot

 デジタルエンタ
テインメント学科

DX実践教育

■実習受入
2,3,4年次 (計600H)

■リバースメンタリング
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専門知識に基づく
ソリューション提案
プロトタイプ開発



名古屋国際工科専門職大学の講義と実習
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年次 4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1

2

3

4

講義・演習

臨地実務
実習

(20日)講義・演習＋コース実習

地域共創デザイン実習

講義・演習＋コース実習
臨地実務実習

(30日)

講義・演習＋
コース実習

臨地実務実習
(30日)

講義・演習
＋コース実習

卒業研究制作

卒業研究制作



デザインエンジニアリング概論の知識構成
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2021年～名古屋国際工科専門職大学1年生 前期15週(30回)で実施

物理
アーキテクチャ

テクノロジー
アーキテクチャ

システム
アーキテクチャ

ビジネス
アーキテクチャ

価値 ノベーション技法
BMC，ジョブ理論

ビジネス
プロセス

サービス
工学

ビジネス
シナリオ

製品サービス
システム

対話
デザイン

(UX)

AI
エンジン

ゲーム
エンジン

デザイン
思考

デザインの
セキュリティ

ビジネス
モデリング

創造性技法
KJ法

IoT
ミドル

Robot
ミドル

CPS (Cyber Physical System)

ArchiMate
EA入門

要求工学

デザイン
の安全性

社会
システム論

サービス
ブループリント

情報
デザイン

アーキ
テクチャ
パターン

XR
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カリキュラムの特徴



 DXについて

 中小製造企業のDX

 導入事例

 導入する上でのポイント
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